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市政を

問う！

宮
司
地
区
の
新
設
小
学

校
開
校
後
、
校
区
再
編
に
よ

り
、
津
屋
崎
中
学
校
の
生
徒

数
が
大
き
く
増
加
す
る
と
予

想
さ
れ
る
が
、
今
後
の
生
徒

数
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
生
徒
数
増
加
に
よ

る
課
題
や
、
今
後
津
屋
崎
中

学
校
へ
通
う
こ
と
と
な
る
生

徒
の
保
護
者
へ
の
説
明
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

津
屋
崎
中
学
校
の
令
和

７
年
度
現
在
の
生
徒
数
は
５

２
２
人
、
新
設
小
学
校
の
卒

業
生
が
通
い
始
め
る
令
和
ø÷

年
度
は
６
４
２
人
、
ピ
ー
ク

は
令
和
øú
年
度
で
９
６
２
人

と
推
計
し
て
い
る
。
課
題
と

し
て
は
、
教
育
の
機
会
均
等

の
問
題
や
特
別
教
室
の
使
用

制
限
、
生
徒
会
や
部
活
動
で

の
活
躍
の
機
会
が
失
わ
れ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
校
舎

の
増
築
等
、
保
護
者
の
説
明

は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

減
税
政
策
を
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
政
策

と
し
て
、
市
民
税
の
５
％
減

税
に
よ
り
増
え
る
市
民
の
可

処
分
所
得
を
誘
致
企
業
へ
投

資
す
る
よ
う
促
せ
ば
、
投
資

を
受
け
た
企
業
は
資
金
面
で

有
利
に
な
り
、
増
益
が
期
待

さ
れ
る
。そ
し
て
、企
業
の
増

益
は
投
資
し
た
市
民
へ
還
元

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
得
ら

れ
る
市
民
税
も
増
収
が
期
待

さ
れ
る
。
こ
れ
を
一
つ
の
案

と
し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

企
業
へ
の
投
資
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
社
債
や
株
式

の
購
入
が
考
え
ら
れ
る
が
、

市
は
そ
れ
に
対
し
て
関
わ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
企
業
誘

致
に
よ
る
税
収
の
増
加
は
大

き
な
財
源
確
保
に
な
り
、
こ

れ
と
減
税
等
と
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
で
総
合
的
に
効
果
が
上

が
れ
ば
一
番
い
い
の
で
は
な

い
か
と
考
察
し
て
い
る
。

令
和
５
年
６
月
、
令
和

６
年
６
月
の
定
例
会
で
、
香

害
か
ら
市
民
の
健
康
を
守
る

た
め
の
対
応
を
質
問
し
た
。

そ
の
後
の
市
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
伺

う
。
香
害
の
周
知
方
法
、
化

学
物
質
過
敏
症
の
有
無
に
つ

い
て
の
実
態
調
査
、
フ
レ
グ

ラ
ン
ス
フ
リ
ー
へ
の
取
り
組

み
は
。各

小
・
中
学
校
と
神
興

幼
稚
園
で
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示

や
保
健
だ
よ
り
へ
の
掲
載
を

実
施
し
て
周
知
に
努
め
た
。

令
和
�
年
度
か
ら
は
実
態

把
握
と
し
て
、
学
校
の
保
健

ア
ン
ケ
ー
ト
に
化
学
物
質
過

敏
症
の
有
無
に
つ
い
て
の
項

目
を
新
た
に
追
加
し
た
。
ま

た
、
庁
舎
内
及
び
公
共
施
設

で
は
香
害
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
、
職
員
へ
の
研
修
な

ど
を
実
施
し
、
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

８
月
９
日
か
ら
の
大
雨

に
よ
っ
て
、
小
学
校
建
設
予

定
地
か
ら
多
く
の
雨
水
や
土

砂
が
手
光
今
川
に
流
れ
込
ん

だ
。
学
校
が
建
て
ば
敷
地
内

の
調
整
池
が
雨
水
を
貯
留
し

河
川
へ
の
負
荷
低
減
の
効
果

が
あ
る
。
し
か
し
、
工
事
期

間
中
は
川
に
雨
水
が
直
接
流

れ
込
む
た
め
、
近
隣
の
住
民

か
ら
不
安
の
声
を
聞
い
た
。

ま
た
、
周
辺
道
路
は
内
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
色
が
付

い
て
い
な
い
箇
所
で
も
冠
水

し
て
い
た
。
今
後
通
学
路
を

決
め
て
い
く
に
あ
た
り
児
童

の
安
全
確
保
の
根
拠
は
。

工
事
現
場
内
の
雨
水
が

手
光
今
川
に
流
れ
て
い
る
事

は
確
認
し
た
。
状
況
を
注
視

し
て
対
策
に
取
り
組
む
。
通

学
路
は
、
現
地
点
検
や
地
元

の
意
見
等
を
基
に
、
対
策
箇

所
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
関

係
機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
小
児
だ
け
で
は
な
く
広
く

成
人
に
も
感
染
す
る
。
高
齢

者
や
基
礎
疾
患
、
病
気
療
養

中
の
人
が
感
染
す
る
と
重
症

化
・
肺
炎
の
リ
ス
ク
や
要
介

護
状
態
の
悪
化
な
ど
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
対
策
は
。

ま
た
、
治
療
薬
が
な
い
こ

と
か
ら
成
人
高
齢
者
向
け
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
日

本
で
承
認
さ
れ
、
接
種
可
能

と
な
っ
た
。費
用
の
助
成
は
。

健
康
寿
命
の
延
伸
や
高

齢
者
の
肺
炎
対
策
の
面
で

も
、
高
齢
者
等
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
に
つ
い
て
、

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
周
知
を
考
え
た
い
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
現
時
点
で
は
任
意

接
種
で
あ
り
、
定
期
接
種
化

や
助
成
に
つ
い
て
は
今
後
の

国
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

避
難
指
示
の
最
終
判
断

者
は
誰
な
の
か
。
今
回
の
災

害
で
地
域
防
災
計
画
や
業
務

継
続
計
画
を
遂
行
し
た
の

か
。
消
防
団
や
防
災
士
と
の

災
害
時
の
連
携
は
。
災
害
ご

み
に
関
す
る
情
報
発
信
の
在

り
方
及
び
浸
水
し
た
避
難
所

へ
の
考
え
は
。

災
害
基
本
法
で
定
め
ら

れ
る
通
り
、
判
断
者
は
市
長

で
あ
る
。
気
象
情
報
等
の
判

断
が
難
し
く
、
臨
機
応
変
な

対
応
が
必
要
だ
っ
た
た
め
、

地
域
防
災
計
画
通
り
で
な
い

部
分
が
あ
る
。
市
役
所
臨
時

閉
庁
は
業
務
継
続
計
画
に
よ

り
実
施
し
た
。
災
害
時
に
お

け
る
消
防
団
や
防
災
士
と
の

連
携
の
仕
組
み
は
現
在
な
い
。

情
報
周
知
の
た
め
に
広
報
車

を
走
ら
せ
る
こ
と
も
今
後
の

課
題
と
考
え
る
。
浸
水
し
た

避
難
所
に
つ
い
て
は
早
急
に

代
替
施
設
を
検
討
す
る
。

地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に

活
用
し
、
効
果
的
で
持
続
可

能
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
支
出
の
適
正
化

及
び
経
費
の
削
減
は
、
財
政

健
全
化
と
政
策
効
果
の
最
大

化
を
両
立
す
る
う
え
で
、
不

可
欠
な
施
策
で
あ
る
。

電
力
デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
の
導
入
に
よ
っ
て

最
大
電
力
量
を
抑
え
、
歳
出

削
減
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

電
力
コ
ス
ト
の
削
減
に

は
、
電
力
デ
マ
ン
ド
を
管
理

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

ま
た
電
力
使
用
量
の
削
減

は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
観
点
か
ら
も
必
要
な
取

り
組
み
と
考
え
る
。

国
に
よ
る
交
付
金
メ
ニュ
ー

等
も
あ
り
、
他
自
治
体
の
導

入
状
況
な
ど
を
調
査
し
て
い

き
た
い
。

髙山 賢二 議長

今回の
一般質問は
13人でした

一 般質問という議員主導の
政策論議議員͕ࢢ長΍ڭҭ委員ձͳͲʹର͠
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津屋崎中学校の今後の生徒数は

減税分で誘致企業への投資を促しては

香害の周知と化学物質過敏症の実態調査は

新設小学校建設工事の今後の進め方は

ＲＳウイルス感染症の予防と対策は

避難指示の発令時期は正しかったのか

電力デマンド管理でコストを削減しては

新設小学校の卒業生が入学する令和10年度以降増加する

企業誘致と減税を合わせ経済的に効果がでることを期待

今年度から保健アンケートに項目を追加して実施

大雨時は施工業者と協力しながら対策に取り組んでいく

高齢者の肺炎対策と合わせＲＳ感染予防を周知していく

夜間の避難指示及び避難所の開設は危険と判断した

歳出削減への重要な取り組みであり、調査を進めていく

秦 浩 
議員

榎本 博 
議員

豆田 優子 
議員

岩下 豊 
議員

中村 晶代 
議員

中村 清隆 
議員

井手口 忠信 
議員
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議員໊ ͦͷଞͷ࣭໰

ਇ　　　ߒ ফ๷ஂʹ͍ͭͯ

中村　ਗ਼隆 ຊࢢͷো͕͍෱ࢱʹ͍ͭͯ

ӿຊ　 ത ஍Ҭڌ఺ͷ੔උʹ͍ͭͯ

౾ా　༏ࢠ ֶಐอҭॴͷ՝୊ͱվળࡦʹ͍ͭͯ

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①表紙にご協力いただいた
　団体名は？
②決算で一番使われていたのは
　何費？
③市のＰＲのために注目した
　産品は？

ヒントは、
ページをめくって
私を探してね。私を探してね。

議員໊ ͦͷଞͷ࣭໰

岩下 　豊 ୈ̏࣍෱௡ࢢ行ࡒ੓վֵ大ߝʹ͍ͭͯ

中村　晶代
͍ͯͭʹࡦᰍ͕Μ΁ͷରٶࢠ

ଳঢ়᙮਄΁ͷରࡦʹ͍ͭͯ

ੴా·ͳΈ ߽Ӎ֐ࡂରࡦͱࢢ໾ॴดிʹ͍ͭͯ

倉元　敏徳 中ֶߍ෦׆ಈͷ஍Ҭల։ʹ͍ͭͯ

山ຊ　༞ฏ ෱ؒߓړখܕધഫཹ܎౳ࢪઃʹ͍ͭͯ

ਐҰ　ాށ ͜Ͳ΋ɾࢠҭͯʹ͍ͭͯ

ഢ　ඒอࠤ

大ӍʹΑΔ֐ࡂʹର͢ΔຊࢢͷରԠ౳ٴͼඃ
͍ͯͭʹࡦͷରޙࠓͱگঢ়֐
ੜ෺ଟ༷ੑอશʹ͚ͯ޲ͷऔΓ૊Έ౳ʹ͍ͭ
ͯ

他にもこんな質問がありました

市
の
空
き
家
の
数
と
空

き
家
バ
ン
ク
の
登
録
が
な
い

理
由
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

空
き
家
を
放
置
す
る
こ
と

で
起
き
る
懸
念
は
何
か
。

ま
た
、
市
の
郷
育
カ
レ
ッ

ジ
の
終
活
講
座
な
ど
と
の
連

携
で
、
空
き
家
に
関
す
る
情

報
を
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

空
き
家
は
、
平
成
ùþ
年

の
調
査
で
は
３
７
６
件
、
令

和
３
年
で
は
５
２
９
件
と
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、
現
在
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
は
無

い
。
こ
の
理
由
は
、年
２
回
、

市
広
報
紙
で
情
報
提
供
し
て

い
る
が
、
制
度
自
体
の
認
知

度
が
低
い
た
め
と
考
え
る
。

空
き
家
放
置
の
懸
念
は
、

適
正
管
理
さ
れ
ず
に
長
く
放

置
す
る
と
、
突
然
崩
壊
す
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。

郷
育
カ
レ
ッ
ジ
で
の
制
度

の
周
知
は
、
講
師
と
相
談
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

市の空き家対策の課題は何か
空き家の実態把握が困難で、管理されず放置が続くこと

石田 まなみ 
議員

౴ห

౔ަ௨লͷࠃ˛
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本
木
川
は
、
令
和
５
年

も
流
木
が
橋
に
引
っ
か
か
り

濁
流
が
団
地
内
に
流
入
し

た
。
流
木
の
引
っ
か
か
り
と

因
果
関
係
が
強
い
と
思
わ
れ

る
川
底
の
浚
渫
頻
度
に
つ
い

て
、
当
時
、
河
川
管
理
者
の

福
岡
県
と
協
議
し
た
の
か
。

複
数
の
被
災
住
民
は
、「
河

川
整
備
を
今
後
ど
う
す
る
つ

も
り
か
見
え
な
い
。ま
た
、同

じ
こ
と
が
起
こ
る
の
で
は
な

い
か
不
安
」と
言
っ
て
い
る
。

苅
目
川
流
域（
花
見
）の
住
民

も
同
じ
声
だ
。
地
域
を
熟
知

し
た
地
元
住
民
の
声
を
聞
く

会
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
時
、
県
と
の
協
議
の

中
で
浚
渫
頻
度
ま
で
協
議
し

た
認
識
は
持
っ
て
い
な
い
。

二
度
も
同
じ
氾
濫
で
あ
り
県

に
再
発
防
止
の
要
望
を
す
る
。

改
修
計
画
は
、
地
元
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

新
設
小
学
校
造
成
に
よ

る
周
辺
地
域
の
浸
水
被
害
の

悪
化
に
対
し
、
運
動
場
等
を

ú÷
㎝
下
げ
る
市
の
軽
減
策
に

つ
い
て
、
調
査
会
社
と
の
協

議
簿
の
内
容
は
。

予
定
さ
れ
る
通
学
路
に
つ

い
て
、
今
回
の
大
雨
時
の
状

況
と
防
災
対
策
は
。

河
川
へ
の
対
応
を
県
と
協

議
し
て
災
害
に
備
え
る
か
。

「
小
学
校
造
成
予
定
地

南
側
の
宅
地
で
、
造
成
に
よ

り
ý÷
〜
þ÷
㎝
程
度
の
浸
水
深

の
増
加
を
確
認
。
解
析
の
結

果
、
対
策
後
は
５
〜
ø÷
㎝
程

度
の
軽
減
効
果
を
確
認
し

た
」と
協
議
簿
に
記
載
。

道
路
冠
水
し
た
エ
リ
ア
も

幾
つ
か
確
認
。
小
学
校
準
備

委
員
会
で
通
学
路
に
つ
い
て

検
討
、調
査
し
て
い
き
た
い
。

河
川
改
修
が
で
き
な
け
れ

ば
定
期
的
な
浚
渫
が
で
き
な

い
か
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

まず、被災住民の声を聞くべきでは

予定通学路の大雨時の状況と防災対策は

住民の意見を聞いて進めていく必要があると考えている

道路冠水エリアを確認、小学校準備委員会で検討したい

戸田 進一 
議員

佐伯 美保 
議員
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防
災
行
政
無
線
は
設
置

後
øü
年
以
上
が
経
過
し
て
い

る
。
ま
た
、
近
年
の
住
宅
は

防
音
性
能
が
高
く
、
豪
雨
時

に
は
放
送
が
聞
こ
え
な
い
場

合
が
あ
る
が
、市
の
考
え
は
。

自
治
会
で
持
っ
て
い
る
無

線
放
送
機
器
を
使
っ
て
、
防

災
行
政
無
線
の
放
送
を
各
戸

の
受
信
機
へ
伝
達
す
る
方
法

が
あ
る
と
聞
い
た
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
伺
う
。

防
災
行
政
無
線
は
、
災

害
時
に
一
斉
に
市
民
へ
情
報

を
伝
達
す
る
大
切
な
シ
ス
テ

ム
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

建
物
の
構
造
、
立
地
、
環
境

等
の
影
響
で
聞
こ
え
に
く
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
調
査
等

を
行
い
改
善
し
た
い
。

中
継
機
を
設
置
し
て
、
防

災
行
政
無
線
の
放
送
を
各
戸

に
伝
達
す
る
仕
組
み
は
理
解

す
る
が
、
市
全
体
を
考
え
る

と
、難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

平
成
ùÿ
年
度
の
企
業
会

計
移
行
後
、
こ
れ
ま
で
の
基

準
外
繰
入
金
の
総
額
は
。

下
水
道
使
用
料
を
改
定
す

る
主
な
理
由
は
何
か
。

受
益
者
負
担
金
を
徴
収
し

て
い
た
場
合
の
収
入
額
は
。

令
和
９
年
４
月
か
ら
の
下

水
道
使
用
料
改
定
は
ど
の
程

度
値
上
げ
す
る
予
定
か
。

基
準
外
繰
入
金
の
総
額

は
約
ùú
・
４
億
円
で
あ
る
。

下
水
道
使
用
料
改
定
の
主

な
理
由
は
、
下
水
道
事
業
の

集
中
整
備
に
よ
る
企
業
債
償

還
金
の
負
担
と
、
受
益
者
負

担
金
を
徴
収
し
て
い
な
い
事

に
よ
る
資
金
不
足
で
あ
る
。

受
益
者
負
担
金
を
徴
収
し

て
い
た
場
合
は
、
概
算
で
は

あ
る
が
規
模
と
し
て
は
数
十

億
円
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。

下
水
道
使
用
料
改
定
は
今

の
と
こ
ろ
øÿ
・
３
％
の
値
上

げ
を
見
込
ん
で
い
る
。

今
回
、
臨
時
閉
庁
の
告

知
が
遅
れ
る
な
ど
あ
っ
た
が

情
報
発
信
の
課
題
意
識
は
。

被
害
の
中
で
も
、
床
下
浸

水
は
気
付
き
に
く
く
腐
食
や

カ
ビ
の
原
因
と
な
る
。
排
水

と
送
風
機
で
の
強
制
乾
燥
を

要
す
る
が
周
知
の
必
要
性
は
。

ま
た
、
激
甚
災
害
に
指
定

さ
れ
た
場
合
の
市
へ
の
影
響

は
。
漏
れ
な
く
被
害
を
把
握

で
き
て
い
る
か
。

周
知
の
遅
れ
を
反
省
し
、

発
信
体
制
を
改
善
し
た
い
。

床
下
浸
水
被
害
へ
は
社
協

や
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連

携
し
て
対
応
を
実
施
。今
後
、

市
民
へ
注
意
喚
起
す
る
。

激
甚
災
害
指
定
で
公
共
土

木
施
設
等
へ
の
補
助
率
は
上

が
る
が
、
住
家
は
対
象
外
。

農
地
は
私
有
地
な
の
で
全
数

把
握
は
困
難
。
三
週
間
程
で

集
計
し
県
へ
報
告
済
。
復
旧

に
は
三
年
か
か
る
見
込
み
。

防災行政無線は今後も継続使用するのか

下水道事業会計の基準外繰入金とは何か

豪雨災害対応の課題と今後の方針は

災害時確実に情報伝達をするための発信手段として使用

一般会計が負担すべき費用以外、赤字補填が中心となる

情報発信の体制や被害対応の周知方法を改善していく

倉元 敏徳 
議員

山本 祐平 
議員

中村 恵輔 
議員
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1 0議会だより  ふくつ1 1 議会だより  ふくつ


